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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第121期

第３四半期
連結累計期間

第122期
第３四半期
連結累計期間

第121期

会計期間
自 2022年３月１日
至 2022年11月30日

自 2023年３月１日
至 2023年11月30日

自 2022年３月１日
至 2023年２月28日

売上高 (百万円) 91,881 102,827 128,330

経常利益 (百万円) 13,003 16,661 16,051

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 9,522 12,110 11,742

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 30,499 27,871 23,844

純資産額 (百万円) 271,829 271,496 258,408

総資産額 (百万円) 336,880 334,909 313,917

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 119.46 156.64 148.01

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 119.36 156.48 147.88

自己資本比率 (％) 80.0 80.3 81.6
 

 

回次
第121期

第３四半期
連結会計期間

第122期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年９月１日
至 2022年11月30日

自 2023年９月１日
至 2023年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 37.88 48.25
 

(注)　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものです。

当社グループは、医薬品などの創製・育薬・製造・販売を通じて「世界の人々のＱＯＬ（クオリティ・オブ・ラ

イフ：生活の質）向上を目指す」を経営理念と定めています。多様化するお客様のニーズに応えるべく、『「手当

て」の文化を、世界へ。』という企業使命のもと、当社が培ってきた貼付剤技術をベースに事業活動を積極的に展

開してまいります。また、今後も、地球にやさしい「エコ＆コンパクト」パッケージの実現等をはじめとする、Ｅ

ＳＧ（環境・社会・ガバナンス）及びＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を推進する活動を行うことで、持続可能な

社会の構築に貢献し、企業としての社会的責任を果たしてまいります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

（業績の状況）

当社は「医薬品事業」のみを報告セグメントとしており、当第３四半期連結累計期間の連結業績は以下の通り

です。

①　売上高

売上高は、1,028億２千７百万円(前年同四半期比11.9％増)となりました。

国内市場において、医療用医薬品事業は、2023年４月の薬価改定や継続的な後発品使用促進策による影響

を引き続き受けた一方で、2022年６月に腰痛症、肩関節周囲炎、頸肩腕症候群及び腱鞘炎への効能追加に関

する承認事項一部変更承認を取得した経皮吸収型非ステロイド性疼痛治療剤「ジクトルⓇテープ」等の売上の

増加や、2023年６月に販売を開始した原発性手掌多汗症治療剤「アポハイドⓇローション20%」の売上が寄与

した影響もあり、前年同四半期比1.9％の増収となりました。なお、「モーラスⓇテープ20㎎」、「モーラス

ⓇテープL40㎎」の包装袋は、一次包装に医療用医薬品で初めて
※１

リサイクルＰＥＴ80％
※２

を採用した環境

に配慮した包装袋として、2023年６月に第47回木下賞「包装技術賞」、同年８月に2023日本パッケージング

コンテスト「適正包装賞」を受賞しました。今後も積極的に商品や事業を通じて環境経営を推進し、世界の

人々のＱＯＬ向上に貢献してまいります。一般用医薬品事業は、新型コロナウイルス感染症に関する行動規

制が緩やかになったことに伴う人流の回復や各種イベントの開催に加え、訪日外国人の増加に伴いインバウ

ンド需要が回復傾向にある中で販促活動の強化を行ったことにより、前年同四半期比33.6％の増収となりま

した。なお、当社は、エスエス製薬株式会社の「エスカップⓇ」、「ラカルトⓇ」の両ブランドに関連する資

産等の一部譲受について、2023年７月に合意及び関連する契約を締結し、10月に資産等の一部譲受を完了し

ました。今後も、「エスカップⓇ」、「ラカルトⓇ」の価値最大化を図るとともに、貼付剤にとどまらず、さ

まざまな商品やサービスを提供し、幅広い事業展開を進めることで、世界の人々のＱＯＬ向上に貢献してま

いります。

海外市場において、医療用医薬品事業は、米国で後発品の影響を受けたものの、女性ホルモン製剤の需要

の高まりや円安の影響もあり、前年同四半期比9.7％の増収となりました。なお、経皮吸収型デキストロアン

フェタミン製剤「XELSTRYM
Ⓡ
」は、注意欠如・多動性障害の治療薬として2023年６月に米国で販売を開始して

います。一般用医薬品事業は、積極的な販売活動により米国やアジアを中心としたその他の地域で売上を伸

ばしたことに加え、円安の影響もあり、前年同四半期比19.4％の増収となりました。

 ※１：当社調べ

 ※２：石油由来原料を削減するために、石油由来原料の部分を再生樹脂に置き換え、石油由来原料と

       再生樹脂を混合し、再生樹脂の割合を80％にすることで、CO2の排出量を減らすことが出来る材質
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〔地域別売上高〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 （単位：百万円）

 
2023年２月期
第３四半期実績

2024年２月期
第３四半期実績

増減額 増減率

売上高 91,881 102,827 ＋10,946 ＋11.9％

医療用医薬品

日本 40,162 40,907 ＋745 ＋1.9％

海外 11,879 13,034 ＋1,154 ＋9.7％

　米国 8,496 8,975 ＋478 ＋5.6％

　その他地域 3,382 4,059 ＋676 ＋20.0％

一般用医薬品
・

その他

日本 11,745 15,697 ＋3,951 ＋33.6％

海外 25,796 30,800 ＋5,004 ＋19.4％

　米国 12,024 14,237 ＋2,213 ＋18.4％

　その他地域 13,772 16,563 ＋2,791 ＋20.3％

その他事業 日本 2,297 2,387 ＋90 ＋3.9％
 

 
②　営業利益

営業利益は、122億７千万円(前年同四半期比44.2％増)となりました。その主な要因は、売上の増加に伴い

売上総利益が増加したことによるものです。なお、販売費及び一般管理費は、463億３千万円(前年同四半期

比4.6％増)となりました。

③　経常利益

経常利益は、166億６千１百万円(前年同四半期比28.1％増)となりました。その主な要因は、営業利益の増

加によるものです。

④　親会社株主に帰属する四半期純利益

親会社株主に帰属する四半期純利益は、121億１千万円(前年同四半期比27.2％増)となりました。その主な

要因は、経常利益の増加によるものです。

この結果、当第３四半期連結累計期間における１株当たり四半期純利益は156.64円となりました。
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（財政状態の分析）

当第３四半期連結会計期間末の四半期連結貸借対照表の概要は以下のとおりです。

①　資産

総資産は、前連結会計年度末と比較して209億９千１百万円増加し、3,349億９百万円となりました。主な増減

は、現金及び預金(110億１千３百万円減)、その他流動資産(89億２千３百万円増)及び投資有価証券(67億７千１百

万円増)です。

②　負債

負債合計は、前連結会計年度末と比較して79億３百万円増加し、634億１千２百万円となりました。主な増減

は、その他流動負債(70億５百万円増)です。

③　純資産

純資産合計は、前連結会計年度末と比較して130億８千８百万円増加し、2,714億９千６百万円となりました。主

な増減は、利益剰余金(55億３千１百万円増)、自己株式(81億４千５百万円減)、その他有価証券評価差額金(47億

６千万円増)及び為替換算調整勘定(106億８千６百万円増)です。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成していませんので、記載を省略

しています。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は60億４千２百万円です。

 なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 380,000,000

計 380,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年１月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 85,164,895 85,164,895

 東京証券取引所
(プライム市場)
名古屋証券取引所
(プレミア市場)
福岡証券取引所 

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式(単元
株式数は100株)

計 85,164,895 85,164,895 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年９月１日
～2023年11月30日

― 85,164,895 ― 8,473 ― 2,118
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

久光製薬株式会社(E00944)

四半期報告書

 6/20



 

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2023年８月31日)に基づく株主名簿による記載をしています。

 

① 【発行済株式】

2023年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 ―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

7,669,300
（相互保有株式）
普通株式 ― 同上

74,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

773,795 同上
77,379,500

単元未満株式
普通株式

― 同上
42,095

発行済株式総数 85,164,895 ― ―

総株主の議決権 ― 773,795 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式80株が含まれています。

 

② 【自己株式等】

2023年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
久光製薬株式会社

佐賀県鳥栖市
田代大官町408番地

7,669,300 ― 7,669,300 9.01

（相互保有株式）
丸東産業株式会社 福岡県小郡市干潟892-1

23,000 51,000 74,000 0.09

計 ― 7,692,300 51,000 7,743,300 9.09
 

(注)　他人名義で所有している理由等

所有理由 名義人の氏名又は名称 名義人の住所

加入持株会における共有持分数 久光製薬取引先持株会 佐賀県鳥栖市田代大官町
 

 

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2023年９月１日から2023年

11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2023年３月１日から2023年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 122,154 111,141

  受取手形、売掛金及び契約資産 40,014 42,412

  有価証券 14,714 12,771

  商品及び製品 10,330 11,834

  仕掛品 562 1,031

  原材料及び貯蔵品 8,030 8,741

  その他 3,629 12,553

  貸倒引当金 △261 △303

  流動資産合計 199,174 200,181

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 13,980 17,213

   その他（純額） 29,229 33,811

   有形固定資産合計 43,209 51,025

  無形固定資産   

   販売権 394 358

   のれん ― 4,649

   その他 551 557

   無形固定資産合計 946 5,566

  投資その他の資産   

   投資有価証券 60,845 67,616

   その他 9,948 10,707

   貸倒引当金 △207 △188

   投資その他の資産合計 70,586 78,136

  固定資産合計 114,742 134,728

 資産合計 313,917 334,909
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 8,351 10,052

  電子記録債務 6,567 6,315

  短期借入金 1,071 1,071

  未払法人税等 2,338 2,315

  賞与引当金 1,340 678

  その他 22,908 29,913

  流動負債合計 42,578 50,346

 固定負債   

  長期借入金 147 95

  退職給付に係る負債 8,408 8,587

  その他 4,375 4,383

  固定負債合計 12,931 13,066

 負債合計 55,509 63,412

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,473 8,473

  資本剰余金 2,361 2,361

  利益剰余金 235,569 241,100

  自己株式 △27,196 △35,341

  株主資本合計 219,208 216,594

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 17,042 21,802

  土地再評価差額金 3,403 3,402

  為替換算調整勘定 15,819 26,505

  退職給付に係る調整累計額 631 467

  その他の包括利益累計額合計 36,896 52,178

 新株予約権 260 313

 非支配株主持分 2,042 2,410

 純資産合計 258,408 271,496

負債純資産合計 313,917 334,909
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年11月30日)

売上高 91,881 102,827

売上原価 39,100 44,227

売上総利益 52,781 58,600

販売費及び一般管理費 44,274 46,330

営業利益 8,506 12,270

営業外収益   

 受取利息 398 1,806

 受取配当金 626 705

 為替差益 3,210 1,446

 持分法による投資利益 ― 83

 その他 452 431

 営業外収益合計 4,687 4,472

営業外費用   

 支払利息 12 12

 持分法による投資損失 35 ―

 保険解約損 ― 47

 操業休止関連費用 95 ―

 その他 46 21

 営業外費用合計 189 80

経常利益 13,003 16,661

特別利益   

 固定資産処分益 142 1

 特別利益合計 142 1

特別損失   

 固定資産処分損 116 3

 特別損失合計 116 3

税金等調整前四半期純利益 13,029 16,659

法人税等 3,208 4,179

四半期純利益 9,821 12,480

非支配株主に帰属する四半期純利益 299 370

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,522 12,110
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年11月30日)

四半期純利益 9,821 12,480

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,928 4,644

 為替換算調整勘定 18,021 10,795

 退職給付に係る調整額 △240 △140

 持分法適用会社に対する持分相当額 △31 92

 その他の包括利益合計 20,678 15,391

四半期包括利益 30,499 27,871

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 30,104 27,392

 非支配株主に係る四半期包括利益 395 479
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日 至 2023年11月30日)

重要な変更はありません。
 

 

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日 至 2023年11月30日)

該当事項はありません。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 2023年３月１日 至 2023年11月30日)

税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しています。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。　

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。　

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりです。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
至 2022年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
至 2023年11月30日)

減価償却費 3,347百万円 3,640百万円

のれんの償却額 ― 78百万円
 

 

EDINET提出書類

久光製薬株式会社(E00944)

四半期報告書

13/20



 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2022年３月１日 至 2022年11月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月26日
定時株主総会

普通株式 3,350 42.00 2022年２月28日 2022年５月27日 利益剰余金

2022年10月12日
取締役会

普通株式 3,370 42.25 2022年８月31日 2022年11月９日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、2022年10月12日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議し、取得株式数2,000,000株、総額10,000百万円を

上限として2022年10月13日から2023年２月28日の期間で自己株式の取得を進めています。これにより当第３四半

期連結累計期間において自己株式を245,300株取得し917百万円増加しました。これらの結果、当第３四半期連結

会計期間末において、自己株式が20,419百万円となっています。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2023年３月１日 至 2023年11月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月25日
定時株主総会

普通株式 3,285 42.25 2023年２月28日 2023年５月26日 利益剰余金

2023年10月６日
取締役会

普通株式 3,293 42.50 2023年８月31日 2023年11月７日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、2023年７月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議し、取得株式数2,000,000株、総額10,000百万円を上限と

して2023年７月14日から2024年２月29日の期間で自己株式の取得を進めています。これにより当第３四半期連結累

計期間において自己株式を1,633,400株取得し8,140百万円増加しました。これらの結果、当第３四半期連結会計期

間末において、自己株式が35,341百万円となっています。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 2022年３月１日 至 2022年11月30日)

当社の報告セグメントは「医薬品事業」のみであるため、記載を省略しています。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　2023年３月１日　至　2023年11月30日)

当社の報告セグメントは「医薬品事業」のみであるため、記載を省略しています。　
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(企業結合等関係)

取得による企業結合

(事業の譲受)

　当社は、2023年７月13日開催の取締役会において、エスエス製薬株式会社の「エスカップⓇ」、「ラカルトⓇ」の

両ブランドに関連する事業について譲り受けることを決議したことを受けて、同日付にて事業譲渡契約を締結し、

2023年10月31日付で対象事業を譲り受けています。

 
(1) 事業譲受の概要

① 譲受先企業の名称及びその事業の内容

　 譲受先企業の名称   エスエス製薬株式会社

  事業の内容         「エスカップⓇ」、「ラカルトⓇ」の両ブランドに関連する事業

② 事業譲受を行った主な理由

　 貼付剤にとどまらず、さまざまな商品やサービスを提供し、幅広い事業展開を進めるため。

③ 事業譲受日

  2023年10月31日

④ 事業譲受の法的形式

  現金を対価とする事業譲受

　

(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

 2023年10月31日から2023年11月30日まで

　

(3) 事業譲受の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 6,800百万円

取得原価  6,800百万円
 

　

(4) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額

　 4,728百万円

なお、のれんの金額は当第３四半期において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定された金

額です。

② 発生原因

  主に、今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものです。

③ 償却方法及び償却期間

　効果の発現する期間にわたって均等償却します。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間(自 2022年３月１日 至 2022年11月30日)

 
（単位：百万円）

 医療用医薬品
一般用医薬品
・その他

その他事業
(注)

合計

地域別     

日本 40,162 11,745 2,297 54,205

米国 8,496 12,024 ― 20,521

その他地域 3,382 13,772 ― 17,154

合　　計 52,041 37,542 2,297 91,881

財又はサービスの移転時期     

一時点 51,305 37,542 2,297 91,144

一定の期間 736 ― ― 736

合　　計 52,041 37,542 2,297 91,881
 

(注)　「その他事業」には有線テレビ放送事業及びその他の事業が含まれます。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2023年３月１日 至 2023年11月30日)

 
（単位：百万円）

 医療用医薬品
一般用医薬品
・その他

その他事業
(注)

合計

地域別     

日本 40,907 15,697 2,387 58,992

米国 8,975 14,237 ― 23,212

その他地域 4,059 16,563 ― 20,622

合　　計 53,941 46,498 2,387 102,827

財又はサービスの移転時期     

一時点 52,906 46,498 2,387 101,792

一定の期間 1,035 ― ― 1,035

合　　計 53,941 46,498 2,387 102,827
 

(注)　「その他事業」には有線テレビ放送事業及びその他の事業が含まれます。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりです。

項目
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年３月１日
至 2022年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
至 2023年11月30日)

(1)　１株当たり四半期純利益金額 119円46銭 156円64銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 9,522 12,110

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

9,522 12,110

   普通株式の期中平均株式数(千株) 79,715 77,310

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 119円36銭 156円48銭

　　(算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) ― ―

　　普通株式増加数(千株) 64 81

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

　第122期(2023年３月１日から2024年２月29日まで)中間配当については、2023年10月６日開催の取締役会におい

て、2023年８月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し

ました。

①配当金の金額　　　　　　　　　　　　　　　 3,293百万円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　 　42円50銭

③支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　2023年11月７日

(注)2023年８月31日現在の株主名簿に記録された株主に対して、支払いを行っています。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

久光製薬株式会社(E00944)

四半期報告書

18/20



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年１月12日

久光製薬株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　福岡事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 西　　田   俊　　之  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 徳　　永　　英　　樹  

 

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている久光製薬株式会

社の2023年３月１日から2024年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年９月１日から2023年11

月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年３月１日から2023年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、久光製薬株式会社及び連結子会社の2023年11月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １. 上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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